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二
階
俊
博
訪
中
団
へ
の
厚
遇
に
思
う
こ
と
高
　
　
　
文
　
勝
は
じ
め
に
二
〇
一
五
年
五
月
二
三
日
夜
、
北
京
の
人
民
大
会
堂
で
、
自
民
党
総
務
会
長
の
二
階
俊
博
氏
率
い
る
約
三
千
人
の
訪
中
団
を
歓
迎
す
る
「
中
日
友
好
交
流
大
会
」
が
行
わ
れ
、
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
が
出
席
し
、
日
中
関
係
に
つ
い
て
演
説
し
た
。
孔
子
の
言
葉
を
引
用
し
、
訪
中
団
に
厚
い
歓
迎
の
意
を
表
し
た
習
主
席
は
、
日
中
関
係
の
発
展
を
重
視
す
る
中
国
の
基
本
方
針
は
変
わ
ら
な
い
と
強
調
し
、
日
中
友
好
と
民
間
交
流
の
重
要
性
を
強
く
訴
え
た
。
翌
二
四
日
付
の
中
国
共
産
党
機
関
紙
『
人
民
日
報
』
は
、
習
主
席
の
演
説
を
一
面
ト
ッ
プ
に
掲
載
し
、
二
階
氏
訪
中
団
に
つ
い
て
「
民
間
交
流
の
推
進
は
両
国
関
係
改
善
に
プ
ラ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
」
と
伝
え
た
。
日
中
関
係
に
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
二
階
訪
中
団
に
対
す
る
中
国
の
姿
勢
は
異
例
の
厚
遇
と
言
え
よ
う
。
で
は
、
な
ぜ
中
国
側
は
二
階
訪
中
団
を
厚
遇
し
た
の
か
、
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
　
日
中
関
係
改
善
の
地
な
ら
し
結
論
か
ら
言
う
と
、
二
階
訪
中
団
へ
の
異
例
の
厚
遇
は
、
中
国
の
対
日
関
係
改
善
に
向
け
た
意
志
を
表
し
、
日
中
関
係
の
本
格
的
な
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
地
な
ら
し
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
よ
る
尖
閣
諸
島
（
中
国
名
：
釣
魚
島
）
の
い
わ
ゆ
る
「
国
有
化
」
以
来
、
日
中
関
係
や
両
国
の
国
民
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感
情
は
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
た
。
日
中
対
立
は
、
日
本
ば
か
り
で
な
く
中
国
に
も
不
利
益
だ
と
認
識
し
た
中
国
政
府
は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
開
か
れ
た
「
周
辺
外
交
工
作
座
談
会
」
で
対
日
戦
略
の
変
更
に
踏
み
出
し
た
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
習
主
席
は
、（
対
日
関
係
に
つ
い
て
）「
今
の
状
態
が
続
く
こ
と
は
双
方
に
と
っ
て
不
利
益
だ
」、「
日
本
と
の
関
係
は
周
辺
外
交
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
だ
」
と
強
調
し
、「
経
済
の
ほ
か
、
民
間
の
文
化
・
人
的
交
流
な
ど
を
拡
大
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
関
係
改
善
を
指
示
し
た
。
だ
が
、
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
い
る
安
倍
政
権
は
、
現
在
の
日
中
間
に
存
在
す
る
領
土
問
題
や
歴
史
認
識
問
題
で
妥
協
し
な
い
姿
勢
を
示
し
つ
つ
、
国
内
に
は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
含
む
安
保
法
制
を
整
備
し
、
対
外
的
に
は
、「
積
極
的
平
和
主
義
」
を
掲
げ
、
日
米
同
盟
を
強
化
す
る
と
同
時
に
、
豪
印
比
越
な
ど
と
の
連
携
を
強
め
て
、
東
シ
ナ
海
や
南
シ
ナ
海
問
題
で
中
国
へ
の
批
判
や
攻
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
中
国
政
府
が
日
中
関
係
を
前
に
進
め
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
社
会
的
・
政
治
的
雰
囲
気
は
な
か
っ
た
。
実
は
、
中
国
国
内
に
は
、
習
主
席
と
安
倍
首
相
の
二
度
に
わ
た
る
首
脳
会
談
に
つ
い
て
猜
疑
的
な
見
方
も
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、「
親
中
派
」
と
言
わ
れ
る
二
階
俊
博
・
自
民
党
総
務
会
長
が
約
三
千
人
の
訪
中
団
を
率
い
て
中
国
を
訪
れ
た
。
中
国
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
訪
中
団
を
大
い
に
歓
迎
し
て
も
、
中
国
の
国
内
世
論
は
こ
れ
を
日
本
に
対
す
る
「
弱
腰
外
交
」
と
は
捉
え
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
訪
中
団
は
財
界
、
観
光
業
界
、
自
治
体
首
長
、
日
中
友
好
団
体
な
ど
か
ら
な
る
民
間
訪
問
団
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
二
階
訪
中
団
の
中
国
訪
問
は
中
国
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
有
す
る
。
中
国
政
府
は
日
本
国
民
と
日
本
政
府
を
分
け
て
考
え
、
中
国
の
国
民
に
、「
日
中
関
係
悪
化
の
原
因
は
す
べ
て
日
本
の
右
翼
と
安
倍
政
権
に
あ
り
、
一
般
の
日
本
国
民
は
中
国
に
友
好
的
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
こ
と
、
悪
化
し
た
中
国
人
の
対
日
感
情
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
自
民
党
内
で
の
「
親
中
派
」
で
、
安
倍
政
権
に
27
影
響
力
を
持
つ
実
力
者
と
し
て
の
二
階
氏
に
、
安
倍
政
権
が
中
国
の
立
場
に
理
解
を
深
め
る
よ
う
働
き
か
け
を
期
待
し
た
。
こ
し
た
観
点
か
ら
、
中
国
側
は
二
階
訪
中
団
の
中
国
訪
問
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
効
果
的
に
使
っ
た
。
中
国
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
が
日
中
関
係
を
前
向
き
に
捉
え
て
大
々
的
に
報
じ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
中
国
政
府
が
狙
っ
た
の
は
、
民
間
交
流
を
通
じ
た
日
中
関
係
の
改
善
へ
の
関
心
を
高
め
、
両
国
関
係
の
発
展
に
向
け
て
友
好
ム
ー
ド
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
向
け
よ
り
も
、
む
し
ろ
中
国
国
内
向
け
の
戦
略
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
二
　
中
国
の
対
日
政
策
二
階
訪
中
団
へ
の
厚
遇
と
習
主
席
に
よ
る
歓
迎
の
講
話
は
、
日
本
と
の
関
係
改
善
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
日
中
関
係
の
悪
化
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
尖
閣
諸
島
（
中
国
名
：
釣
魚
島
）
問
題
に
つ
い
て
、
習
主
席
は
一
切
言
及
し
な
か
っ
た
。
尖
閣
諸
島
（
中
国
名
：
釣
魚
島
）
問
題
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
両
国
関
係
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
ま
た
、
国
家
主
権
の
問
題
と
し
て
、
国
民
感
情
に
か
か
わ
る
の
で
、
そ
の
解
決
は
非
常
に
難
し
い
。
中
国
と
し
て
は
、
解
決
の
見
通
し
の
な
い
領
土
問
題
で
日
中
関
係
を
緊
張
さ
せ
、
日
本
を
敵
に
回
す
の
は
不
得
策
で
あ
る
。
習
主
席
が
そ
れ
に
言
及
し
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
対
日
関
係
改
善
へ
の
強
い
意
欲
が
明
示
的
に
表
明
さ
れ
た
。
訪
中
団
へ
の
異
例
の
厚
遇
と
歓
迎
に
加
え
、
日
本
に
関
連
す
る
記
事
が
『
人
民
日
報
』
の
一
面
に
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
対
日
関
係
改
善
の
方
向
が
確
定
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
習
主
席
が
「
中
国
政
府
と
人
民
を
代
表
し
、
ま
た
私
個
人
の
名
義
で
」
訪
中
団
を
歓
迎
し
、
ま
た
、「
訪
中
団
を
通
じ
て
日
本
国
民
に
心
か
ら
挨
拶
」
し
た
こ
と
は
、
日
中
関
係
改
善
に
つ
い
て
、
中
国
の
日
本
国
民
に
向
け
た
国
際
的
な
約
束
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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第
三
に
、
日
中
関
係
の
重
視
に
は
っ
き
り
と
言
及
し
た
。
中
国
に
と
っ
て
、
日
中
関
係
は
最
も
重
要
な
二
国
間
関
係
の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、
最
も
扱
い
に
く
い
二
国
間
関
係
で
も
あ
る
。
習
主
席
が
明
言
し
た
よ
う
に
、「
中
国
は
中
日
関
係
の
発
展
を
非
常
に
重
視
し
て
い
る
。
中
日
関
係
は
何
度
も
風
雨
を
経
験
し
た
が
、
中
国
側
の
こ
う
し
た
基
本
方
針
は
終
始
変
わ
っ
て
い
な
い
し
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
」。
中
国
が
日
中
関
係
を
重
視
す
る
の
は
外
交
辞
令
で
な
く
、
本
音
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
「
隣
人
は
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、
隣
国
は
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
」
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
中
日
友
好
事
業
は
両
国
と
両
国
民
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
と
世
界
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
第
四
に
、
日
中
友
好
は
実
現
で
き
る
と
の
確
信
が
示
さ
れ
た
。
現
在
、
両
国
関
係
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
が
、
「
中
日
両
国
民
が
心
を
込
め
て
友
好
的
に
付
き
合
い
、
徳
を
も
っ
て
隣
を
な
す
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
世
代
友
好
は
実
現
で
き
る
」、「
互
い
の
戦
略
的
互
恵
関
係
を
こ
の
ま
ま
進
め
て
い
け
ば
、
日
中
関
係
は
よ
い
結
果
に
な
る
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
習
主
席
は
両
国
の
努
力
に
よ
り
日
中
関
係
が
最
終
的
に
よ
く
な
る
と
信
じ
て
い
る
。
第
五
に
、「
民
を
以
て
官
を
促
す
」
民
間
交
流
の
重
視
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
習
主
席
は
、「
中
日
友
好
の
基
盤
は
民
間
に
あ
る
。
中
日
関
係
の
前
途
は
両
国
民
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
。
両
国
関
係
が
順
調
に
発
展
し
て
い
な
い
と
き
こ
そ
、
民
間
交
流
の
強
化
が
必
要
だ
」
と
述
べ
、
民
間
交
流
の
重
要
性
を
強
く
訴
え
、
特
に
若
い
世
代
の
交
流
を
重
視
し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。
い
わ
ゆ
る
民
間
交
流
・
民
間
外
交
で
あ
り
、
こ
れ
も
中
国
に
よ
る
対
日
政
策
の
方
向
性
の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
は
政
府
指
導
の
下
で
、
対
日
民
間
交
流
が
ま
す
ま
す
活
性
化
し
て
い
く
に
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
第
六
に
、
日
本
軍
国
主
義
の
侵
略
の
罪
を
隠
し
、
歴
史
の
真
相
を
歪
曲
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
侵
略
の
歴
史
を
歪
曲
し
、
美
化
す
る
言
動
を
、
中
国
人
民
も
ア
ジ
ア
の
被
害
国
の
国
民
も
、「
正
義
と
良
識
を
持
つ
日
本
国
民
」
も
許
さ
な
い
と
言
っ
た
の
は
、
歴
史
認
識
問
題
で
安
倍
首
相
に
よ
る
戦
後
七
〇
年
談
話
を
牽
制
し
た
も
29
の
で
は
あ
る
が
、『
産
経
新
聞
』
の
論
調
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
を
分
断
し
、
日
本
政
府
と
日
本
国
民
を
離
間
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
軍
国
主
義
指
導
者
を
日
本
国
民
と
区
別
し
、
戦
争
の
責
任
を
一
握
り
の
軍
国
主
義
者
に
帰
し
、
日
本
の
国
民
も
あ
の
戦
争
の
被
害
者
だ
と
い
う
「
二
分
論
」
は
、
も
と
も
と
中
国
政
府
が
対
日
賠
償
請
求
を
放
棄
し
た
理
由
で
あ
り
、
日
中
国
交
正
常
化
の
政
治
基
礎
で
あ
っ
て
、
中
国
の
対
日
姿
勢
の
基
本
原
理
だ
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
中
国
が
歴
史
認
識
問
題
や
日
本
首
相
に
よ
る
靖
国
神
社
参
拝
問
題
に
拘
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
三
　
対
日
政
策
調
整
の
背
景
現
在
、
日
中
関
係
は
確
実
に
改
善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
中
国
側
の
歩
み
寄
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
側
が
日
本
と
の
関
係
改
善
に
積
極
的
な
姿
勢
に
転
じ
た
の
は
、
日
中
対
立
が
中
国
に
と
っ
て
不
利
益
だ
か
ら
で
あ
る
。
中
国
経
済
の
減
速
が
鮮
明
に
な
り
、
南
シ
ナ
海
の
岩
礁
埋
め
立
て
問
題
で
対
米
関
係
が
緊
張
し
て
い
る
中
、
中
国
と
し
て
は
、
対
日
関
係
改
善
を
急
ぐ
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
経
済
成
長
減
速
へ
の
強
い
危
機
感
が
あ
る
。
今
年
前
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
比
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
六
年
ぶ
り
の
低
成
長
で
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
直
後
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
。
内
需
型
の
重
工
業
の
生
産
は
振
る
わ
ず
、
不
動
産
が
冷
え
込
み
、
鉄
鋼
や
セ
メ
ン
ト
な
ど
は
大
幅
な
生
産
過
剰
に
陥
っ
て
い
る
。
輸
出
が
伸
び
ず
、
国
内
消
費
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
政
府
は
景
気
下
支
え
の
た
め
に
利
下
げ
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
目
立
っ
た
効
果
は
見
え
な
か
っ
た
。
一
方
、
円
安
や
中
国
で
の
生
産
コ
ス
ト
上
昇
な
ど
に
伴
っ
て
日
本
企
業
の
中
国
離
れ
が
進
み
、
対
中
投
資
が
激
減
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
中
国
の
石
油
輸
入
量
の
増
加
に
よ
り
、
外
貨
準
備
高
が
減
少
し
た
。
そ
れ
ら
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
中
国
の
全
体
と
し
て
の
経
済
環
境
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
よ
り
は
る
か
に
悪
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
実
の
中
で
、
中
国
に
と
っ
て
30
「
日
本
と
の
経
済
協
力
は
重
要
に
な
っ
て
い
る
」（
産
経
新
聞
）、
中
国
が
対
日
政
策
の
調
整
に
着
手
し
た
こ
と
に
は
、
経
済
成
長
減
速
へ
の
強
い
危
機
感
か
ら
「
日
本
の
技
術
や
資
金
と
と
も
に
、
減
少
し
た
日
本
人
観
光
客
を
呼
び
戻
す
狙
い
が
あ
ろ
う
」（
読
売
新
聞
）
と
い
う
見
方
は
当
た
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
日
本
の
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）
加
入
へ
の
期
待
が
あ
る
。
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
と
は
中
国
主
導
で
設
立
す
る
ア
ジ
ア
向
け
の
国
際
金
融
機
関
で
あ
る
（
二
〇
一
五
年
末
に
発
足
）。
創
設
メ
ン
バ
ー
は
五
七
カ
国
で
、
日
本
は
米
国
と
と
も
に
参
加
を
見
送
っ
た
。
中
国
と
し
て
は
、
日
本
の
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
参
加
に
強
く
期
待
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
は
も
し
参
加
す
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
に
巨
額
の
出
資
金
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
中
国
は
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
の
よ
う
な
国
際
金
融
機
構
を
運
営
す
る
経
験
に
欠
け
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
は
国
際
開
発
銀
行
の
運
営
実
績
に
お
い
て
世
界
か
ら
信
頼
・
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
中
国
は
ど
う
し
て
も
日
本
の
協
力
と
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
は
日
本
の
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
へ
の
加
入
を
強
く
求
め
て
お
り
、
中
国
が
日
本
と
の
関
係
改
善
に
積
極
的
な
理
由
の
一
つ
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
三
に
、
米
中
関
係
の
悪
化
が
あ
る
。
二
〇
一
三
年
一
一
月
に
中
国
が
防
空
識
別
圏
を
設
定
し
て
以
来
、
中
国
に
対
し
て
強
硬
外
交
を
進
め
て
き
た
ア
メ
リ
カ
は
、
日
米
同
盟
を
強
化
す
る
と
同
時
に
、
尖
閣
諸
島
（
中
国
名
：
釣
魚
島
）
問
題
で
日
本
寄
り
の
姿
勢
を
と
り
、
南
シ
ナ
海
の
岩
礁
埋
め
立
て
問
題
で
中
国
を
厳
し
く
批
判
し
、
中
国
に
圧
力
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
年
四
月
の
安
倍
首
相
の
訪
米
に
よ
っ
て
、
日
米
同
盟
は
一
層
強
固
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
日
中
関
係
の
悪
化
が
続
け
ば
、
日
本
の
対
米
傾
斜
は
さ
ら
に
強
ま
り
、
中
国
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
孤
立
化
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
を
、
中
国
は
懸
念
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
、
ま
た
、
今
年
九
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
習
近
平
主
席
の
米
国
訪
問
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
日
本
と
の
関
係
改
善
が
必
要
だ
と
中
国
は
考
え
て
い
る
。
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第
四
に
、
日
中
対
立
は
中
国
外
交
に
悪
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
日
中
緊
張
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
日
米
同
盟
が
強
固
に
な
る
。
さ
ら
に
、
安
倍
首
相
は
「
法
の
支
配
」
を
高
唱
し
、
東
シ
ナ
海
と
南
シ
ナ
海
問
題
で
米
豪
印
比
越
な
ど
と
連
携
し
、
中
国
へ
の
批
判
を
強
め
て
い
る
。
中
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
は
厳
し
く
な
っ
た
。
中
国
は
日
中
首
脳
会
談
を
中
断
・
拒
否
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
に
圧
力
を
か
け
よ
う
と
し
た
が
、
問
題
の
解
決
に
な
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
結
局
、
外
交
で
自
分
の
首
を
絞
め
る
こ
と
に
な
り
、
中
国
の
国
際
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
低
下
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
交
流
に
よ
る
関
係
改
善
が
必
要
と
認
識
し
た
中
国
は
、
対
日
外
交
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
の
強
硬
的
な
姿
勢
か
ら
積
極
的
な
姿
勢
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。第
五
に
、
安
定
的
な
国
内
政
治
と
権
力
基
盤
が
整
っ
た
と
い
う
側
面
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
良
好
な
日
中
関
係
は
中
国
の
国
益
に
か
な
う
。
そ
れ
は
誰
で
も
分
か
っ
て
い
る
。
だ
が
、
現
下
の
厳
し
い
日
中
関
係
の
中
で
、
日
本
と
の
関
係
改
善
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
は
、
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
勢
力
か
ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
や
す
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
内
の
批
判
を
覚
悟
で
日
中
関
係
の
改
善
を
推
進
す
る
に
は
、
安
定
し
た
国
内
政
治
や
強
固
な
権
力
基
盤
が
不
可
欠
で
あ
る
。
実
際
、
反
腐
敗
運
動
に
よ
り
、
中
国
政
府
は
国
民
か
ら
絶
大
な
支
持
を
得
て
い
る
。
日
本
と
の
関
係
改
善
の
積
極
化
は
、
中
国
政
府
の
今
後
の
政
権
運
営
へ
の
自
信
の
あ
ら
わ
れ
と
言
え
よ
う
。
お
わ
り
に
日
中
関
係
が
改
善
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
急
速
に
、
ま
た
は
大
幅
に
改
善
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
両
国
間
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
日
中
い
ず
れ
も
そ
の
政
策
が
根
本
的
に
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
よ
り
重
要
32
な
問
題
は
、
両
国
と
も
お
互
い
に
不
信
感
と
警
戒
心
を
持
っ
て
お
り
、
両
国
内
に
相
手
の
立
場
か
ら
世
界
を
見
よ
う
と
す
る
人
が
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
私
自
身
は
日
本
首
相
に
よ
る
靖
国
神
社
参
拝
の
よ
う
な
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、
日
中
関
係
は
こ
れ
以
上
悪
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
日
中
双
方
に
と
っ
て
、
当
面
、
最
も
重
要
な
の
は
、
互
い
に
慎
重
に
対
応
し
、
関
係
改
善
の
流
れ
と
雰
囲
気
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
天
津
師
範
大
学
政
治
文
化
と
政
治
文
明
建
設
研
究
院
研
究
員
／ 
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
外
国
人
研
究
員
）
笛
吹
き
の
四
〇
年
坪
　
井
　
秀
　
人
フ
ル
ー
ト
を
吹
い
て
い
る
。
一
般
に
は
趣
味
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
毎
日
楽
器
を
出
し
て
は
吹
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
「
趣
味
」
と
呼
ぶ
の
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
を
感
じ
る
。
で
は
何
な
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
が
自
分
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
間
違
い
な
く
言
え
る
こ
と
は
、
僕
が
一
介
の
ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
立
場
が
僕
に
は
大
変
好
ま
し
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
音
楽
大
学
を
出
れ
ば
必
ず
音
楽
家
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
音
楽
大
学
を
出
な
け
れ
ば
音
楽
家
に
な
れ
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
と
は
い
え
、
音
楽
の
専
門
教
育
を
受
け
て
音
楽
で
生
活
の
糧
を
得
る
プ
ロ
の
音
楽
家
の
生
